
床
上

浸
水

し
て
避

難
所

か
ら
自
宅
に
帰

れ
な
い

et
c

・ひ
と
り
暮
ら
し

・
病
気
が
ち

・
初
め
て
の
参
加

・
土
地
に
不
慣
れ

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

［
保
健
福
祉
部
］

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

２
，
０
０
０
千
円
】

新

担
当
：
地
域
福
祉
課

課
題

を
解

消
す
る
た
め

困
り
ご
と
相
談

災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

被
災

者
支

援
窓

口
紹
介

災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加

申
込

災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

県
・
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

※
平
成
２
６
年
８
月
豪
雨
で
は
、
阿
南
市
、
那
賀
町
、
海
陽
町
に
対
し
、

２
１
日
間
で
延
べ
２
，
２
６
１
名
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

【
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
】

(
１
)
運
営
に
際
し
て
の
判
断
や
業
務
伝
達
が
難
し
い

(
２
)
ス
タ
ッ
フ
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
未
経
験

(
３
)
何
を
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
ス
タ
ッ
フ

(
４
)
必
要
な
備
品
や
機
材
が
足
り
な
い

迅
速

・
適

切
な

被
災

者
支

援
を

行
う

た
め

「
災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

」
の

さ
ら

な
る

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

を
図

る
！

（
１
）
中

核
的

運
営

者
の

養
成

→
効

果
的

な
運

営
と
被
災

者
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
応
え
る
災
ボ
ラ
セ
ン
タ
ー
へ

！
（
２
）
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
運

行
→

被
災

地
支

援
と
実

践
訓

練
の

一
石

二
鳥

！
（
３
）
設

置
運

営
訓

練
の

実
施

→
指

示
待

ち
ス
タ
ッ
フ
か

ら
指
示

出
し
ス
タ
ッ
フ
へ

！
（
４
）
備

品
類

の
リ
ー
ス
等
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

→
セ
ン
タ
ー
の

迅
速

な
立

ち
上

げ
と
効

果
的

な
活

動
が

可
能

に
！

被
災

者

災
害

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

支
援
ニ
ー
ズ
把
握

運
営
･マ

ッ
チ
ン
グ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
・
派

遣
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新
海
上
防
災
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

担
当
：
水
産
課

現
状

[農
林
水
産
部
]

【
平
成
2
7
年
度
当
初
予
算
額

5
9
,0
0
0
千
円
】

対
応

「
5
G
H
z
地
域
無
線
ア
ク
セ
ス
」
に
よ
り

「
牟
岐
無
線
局
～
（
小
谷
山
を
経
由
）
～
明
神
山
中
継
局
」
を
結
ぶ

【
県
漁
業
版
B
C
P
の
柱
，
海
上
避
難
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
と
の
相
乗
効
果
】

「
牟
岐
無
線
局
」
か
ら
「
漁
協
・
漁
船
」
へ
の
直
接
一
斉
送
信
を
実
現
!!

海
上
避
難
ｶ
ﾞｲ
ﾄﾞ
ﾏ
ｯ
ﾌ
ﾟ

イ
メ
ー
ジ

県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
海
上
通
信
体
制
を
確
保
！
！
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徳
島

創
生

・
都

市
計

画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
事
業

［
県
土
整
備
部

］

○
南

海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震

等
大
規
模
災
害

防
災

・
減
災
対
策
と
し
て
避
難
対
策
や
内
陸
部
へ
の
誘
導

時
代

・
地

域
の

ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉

え
た
都

市
計

画
の

見
直

し
に
よ
る
安

全
・
安

心
な

ま
ち

づ
く

り

現
状
と
課
題

●
市

街
地

中
心

部
の

人
口

密
度

の
低

下

●
ス

プ
ロ

ー
ル

防
止

に
よ

る
行

政
コ

ス
ト

の
抑

止

●
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

へ
の

対
応

●
少

子
高

齢
化

の
進

行

65
歳
以
上
の
人
口
割
合
（
徳
島
県
内
）

H2
2

26
.6
％

→
H3

2
33

.3
％

（
推

計
）

担
当

：
都

市
計

画
課

市
街

化
調
整
区
域

一
時

避
難

可
能
区
域

都
市

機
能

誘
導

区
域

居
住

誘
導

区
域

特
定

避
難

困
難

区
域

逆
線

引
き

●
コ

ン
パ

ク
ト

化

徳
島

モ
デ

ル
の

構
築

既
存

集
落

●
内

陸
部

へ
移

転

●
市

街
地

へ
集

約

市
街

地
拡

大

市
街

化
区
域

○
区

域
の

一
体
性
、
広
域

的
な
都
市
構
造
の
見
通
し

区
域

の
再
編
、
区

域
区
分
の
あ
り
方
の
検
討

○
都

市
機

能
を
効
率
的
に
再
配
置
し
、
適
切
な
居
住
環
境
の
維
持

立
地

適
正
化
に
よ
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構
築

市
街
化
区
域
の
人
口
密
度
（
徳
島
東
部
）

H1
2

40
.6
人

/h
a
→

H2
2

39
.1
人

/h
a

H
1

2
年

人
口

を
基

準
と

し
た

人
口

割
合

0.
97

0.
98

0.
99

1.
00

1.
01

H1
2

H1
7

H2
2

都
市

計
画

区
域

市
街

化
区

域

市
街

化
調

整
区

域

【
平
成

２
７
年

度
当

初
予

算
額

１
２
，
０
０
０
千

円
】

事
業
概
要

●
徳

島
東

部
都

市
計

画
区

域
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

素
案

作
成

●
日

和
佐

及
び

牟
岐

都
市

計
画

区
域

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

基
礎

調
査

・
分

析
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鳴
門

・
大

塚
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー

ク
（
鳴

門
総

合
運

動
公

園
）

［
県
土
整
備
部

］

担
当

：
都

市
計

画
課

都
市

公
園

の
整

備
に
よ
り
、
「
県

土
強

靱
化

」
と
「
に
ぎ
わ

い
創

出
」
を
実

現

鳴
門
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業

【
平

成
２

７
年

度
当

初
予

算
額

５
３

１
，

３
０

０
千

円
】

（
平

成
２

６
年

度
２

月
補

正
額

２
１

０
，

０
０

０
千

円
）

事
業

目
的

事
業

概
要

○
既
設

屋
根

を
改

築
（

H
2
6
～

H
2
7
）

・
耐
震

性
を

確
保

・
発
災

時
の

一
時

避
難

場
所

や
物
資
集
積

拠
点
と
し
て

防
災

機
能

を
強

化
・
観
客

席
の

快
適

性
を

向
上

■
メ

イ
ン
ス
タ

ン
ド

屋
根

改
築

改 築

既
設

屋
根
解
体

（
H

2
6）

既
設
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

）

屋
根
改
築

（
H

2
6～

H
2
7）

改
築

後
（
鉄

骨
立

体
ト
ラ
ス
構

造
）

◆
南
海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

に
備

え
、

一
時

避
難

場
所

や
物

資
集

積
拠

点
の

確
保
に

向
け

、
鳴

門
・

大
塚

ス
ポ

ー
ツ

パ
ー

ク
の

防
災

機
能

を
強

化
◆

安
全

で
快

適
な

都
市

公
園

の
利

用
に

向
け

、
耐

震
化

や
施

設
改

修
を

推
進

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

完
成
イ
メ
ー
ジ
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四
国

三
郎

の
郷

美
馬

市
吉

野
川

河
畔

ふ
れ

あ
い

広
場

三
好

市
吉

野
川

三
野

運
動

公
園

（
仮

称
）

［
県

土
整
備
部

］

【
平

成
２

７
年

度
当

初
予

算
額

２
０

，
０

０
０

千
円

】

「リ
バ

ー
シ
ブ
ル

な
公

園
」

各
施

設
の

一
体

化
を
図

り
、
「
健

康
」
と
「
防

災
」の

拠
点

と
し
て
整

備
!! 担
当

：
都

市
計

画
課

事
業

目
的

○
南

海
ト
ラ
フ
巨

大
地

震
な
ど
災

害
発

生
時

に
お
け
る

沿
岸

地
域

へ
の

「
後

方
支

援
機

能
」
も
備
え
た
「
広

域
防

災
拠

点
」

○
平

時
に
お
け
る
西

部
圏

域
の

県
民

の
「
健

康
づ
く
り
拠

点
」

西
部
健
康
防
災
公
園
整
備
事
業

事
業

概
要

平
成
２
７

年
度

事
業

■
防
災
施
設

○
拠
点
施
設
、
物
資
集
積
施
設

の
調
査
・
基
本
設
計

■
公
園
施
設

○
園
路
、
電
源
、
連
絡
道

の
調
査
・
実
施
設
計

①
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
コ

ー
ス

<3
.5

k
m

>
整

備
（

園
路

舗
装

・
案

内
看

板
）

④
防

災
拠

点
施

設
＋

物
資

集
積

施
設

（
国

の
河

川
防

災
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

連
携

）

車
両

通
行

可

階
段

参
考

：
南

部
防

災
館

参
考

：
屋

内
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
場

緊
急

消
防

援
助

隊
野

営
・
駐
車

ス
ペ
ー
ス

（
約

１
．
８

h
a）

広
域

緊
急

援
助

隊
駐

車
ス
ペ
ー
ス

（
約

０
．
９

h
a）

②
電

源
設

備

自
衛
隊

野
営
・
駐
車
ス
ペ
ー
ス

（
約
５
ｈ
ａ
）

自
衛
隊
等

ヘ
リ
ポ
ー
ト

（
約
１
１
．
３

h
a）

③
連

絡
道

の
整

備

・
健

康
づ

く
り
を
促

進

・
イ
ベ
ン
ト
に
活
用

・
広
域
応
援
部
隊
の
野
営
に
活
用

西
部

健
康

防
災

公
園

全
体

区
域

：
約

５
０

ha

・
イ
ベ
ン
ト
に
活
用

・
広
域

応
援

部
隊

の
展

開
に
活
用

・
講

習
会

等
の
開

催
に
活
用

・
広

域
応

援
部

隊
の
活

動
拠

点
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[
]

11

1
9
5

(H
26
.8
)

L
=
2
.0

km

3
15
,
0
0
0

2
6
8

1
1
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◆
事
業
目
的

○
複
合
一
貫
輸
送
の
充
実
・
強
化

○
災
害
時
に
お
け
る
救
援
物
資
等
輸
送
機
能
の
充
実

○
既
存
岸
壁
も
有
効
活
用
し
、
観
光
振
興
・
地
域
経
済
の
活
性
化

徳
島
東
IC
(
仮
称
)

［
県
土
整
備
部
］

平
成
２
７
年

新
造
船
フ
ェ
リ
ー

就
航
！

沖
洲
(
外
)
地
区

平
成
2
7
年
度
陸
・
海
の
結
節
点
！
新
た
な
四
国
の
玄
関
口
へ
！ 担
当
：
運
輸
政
策
課

【
平
成
2
7
年
度
当
初
予
算
額

2
0
0
,
0
0
0
千
円
】

徳
島
小
松
島
港
沖
洲
ふ
頭
整
備
事
業

【
県
単
独
事
業
】
沖
洲
ふ
頭
整
備
事
業

ふ
頭
用
地
整
備

2
0
0
,
0
0
0
千
円

耐
震
強
化
岸
壁
(-
8
.5
m
)

平
成
2
7年
3月
完
成

岸
壁
(
-
7.
5
m)

ク
ル
ー
ズ
船
誘
致
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［
南
部
総
合
県
民
局
］

地
方

創
生

の
基
礎
と
な
る
南
部
地

域
住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の

確
保

南
部

地
域

防
災

力
向

上
事

業

南
海

ト
ラ
フ
巨
大

地
震
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
を
迎

え
撃
つ
防
災
対
策

の
推
進

■
切

迫
す
る
南

海
ト
ラ
フ
巨

大
地

震
に
よ
る
被
害

想
定
（
南
部
地

域
）

死
者

：
1
0
,6

6
0
人

避
難

者
：
6
1
,6

0
0
人

倒
壊

家
屋

：
2
6
,2

0
0棟

■
頻

発
す
る
風

水
害

・
土

砂
災

害
に
よ
る
被

害
（
南
部
地

域
）

平
成

1
6
年
（
台
風

1
0
号
・
1
1
号
）

死
者

：
2
人

住
家

全
壊
：
9
棟

住
家

半
壊
：
1
3
棟

平
成

2
6
年

（
台

風
1
2
号

・
1
1
号

）
全

壊
：
5
棟

半
壊

：
1
6
0
棟

床
上

浸
水

：
4
4
0
棟

床
下

浸
水

：
1
,2

7
7
棟

（
H

2
6
.1

2
.1

8
時

点
）

【
平

成
27

年
度

当
初

予
算

額
4,

97
3千

円
】

担
当

：
津

波
減

災
部

・
保

健
福
祉

環
境
部

■
津

波
減
災
県
南
モ
デ
ル
の

「
深

化
」
と
「
普

及
」

○
「
助

か
る
命
を
助
け
る
」
取
組
み

○
「
助

か
っ
た
命
を
守
る
」
取
組
み

○
県

南
モ
デ
ル

の
「
普
及
」

■
南

部
圏
域
防
災
訓
練
等
の

充
実

○
災

害
拠

点
病

院
を
核
と
し
た
災
害

医
療
訓
練
と
の
連
携

○
自

衛
隊

ヘ
リ
を
活
用
し
た
夜
間

訓
練

○
観

光
事

業
者

等
が
実
施
す
る
津
波
避
難

訓
練
の
支
援

■
風

水
害

等
に
強
い
体
制
づ
く
り

○
連

絡
体

制
の

強
化
と
防
災
啓
発

○
災

害
対

策
南

部
支
部
の
体
制

強
化

１
地
域

防
災
力

強
化

事
業

２
災
害

医
療
対
応
力
強
化
事
業

■
戦

略
的

な
災
害
医
療
体
制
の
構
築

○
災

害
拠

点
病

院
を
核
と
し
た
連
携

強
化

○
「
（
南

）
災

害
時
医
療
救
護

所
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
検
証

■
人

材
育

成
○

災
害

対
応
能

力
向
上
研
修
会

○
災

害
医

療
・
災
害
看
護
に
重
点
を
お
い
た
臨
地
実

習

■
２
次

的
健
康
被
害
防
止
策
の
推
進

○
健

康
に
配
慮

し
た
避
難
所
運
営
の

た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
提

供

■
災

害
時

要
援
護
者
対
策
の
推
進

○
「
災

害
時
要

援
護
者
個
別
避

難
支
援
計
画

」
作
成
促
進

<
整

備
中

の
災
害
医

療
の
拠
点

>
■

美
波

町
Hp

■
海

部
Hp

■
阿
南
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

災
害

医
療

の
拠
点

整
備
に
合
わ

せ
，

災
害

医
療

体
制
を
強
化

新

連 携
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●
西
部
地
域
で
予
想
さ
れ
る
被
害

・
人
口
の
約
1
6
％
が
避
難
者
！

（
1
3
,7
0
0
人
／
8
7
,9
6
9
人
）

［
西
部
総
合
県
民
局
］

担
当
：
企
画
振
興
部

●
市
町
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
地
域
防
災
力
の
向
上

・
土
砂
災
害
の
危
険
性
を
周
知
す
る
深
層
崩
壊
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
な
ど
、
関
係
機
関
の
連
携
強
化
を
図
る

西
部
防
災
対
策
連
絡
会
議
の
開
催

（
孤
立
化
対
策
検
討
部
会
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
部
会
の
活
用
）

・
孤
立
可
能
性
集
落
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機
を
活
用

し
た
情
報
伝
達
訓
練
、
高
齢
者
な
ど
災
害
時
要
援
護
者
の
避

難
訓
練
、
親
子
で
学
ぶ
孤
立
化
体
験
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

【
平
成
2
7
年
度
当
初
予
算
額
2
,3
5
0
千
円
】

深
層
崩
壊
の
危
険
度
の
高
い
渓
流
が
多
数

三
好
市

相
対
的
な
危
険
度
の
高
い
渓
流

相
対
的
な
危
険
度
の
や
や
高
い
渓
流

相
対
的
な
危
険
度
の
や
や
低
い
渓
流

相
対
的
な
危
険
度
の
低
い
渓
流

美
馬
市

深
層
崩
壊
渓
流
(小
流
域
)評
価
マ
ッ
プ

新
に
し
阿
波
広
域
防
災
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
推
進
事
業

雪
害
に
よ
る
被
害

●
全
国
的
に
も
深
層
崩
壊
発
生
の
可
能
性
が
高
い
地
域

●
平
成
2
6
年
1
2
月
大
雪
に
て
広
域
的
な
孤
立
化
が
発
生

・
孤
立
地
区
：
１
市
２
町
6
2
地
区

・
孤
立
状
況
：
8
7
6
世
帯
、
1
,5
5
0
人

・
停

電
：
4
,5
3
9
戸

・
深
層
崩
壊
跡
地
（
全
国
の
1割
以
上
）

・
明
治
時
代
以
降
の
深
層
崩
壊
発
生
数
：
1
3
箇
所
（
全
国
5
位
）

●
南
部
沿
岸
地
域
で
予
想
さ
れ
る
被
害

・
人
口
の
約
5
7
％
が
避
難
者
！

（
6
1
,6
0
0
人
／
1
0
8
,4
1
8
人
）

発
災
時
に
は
防
災
拠
点

平
時
に
は
健
康
づ
く
り
の
拠
点

●
西
部
健
康
防
災
公
園
の
活
用
推
進

・
西
部
健
康
防
災
公
園
活
用
推
進
部
会
の
設
置

・
徳
島
県
総
合
防
災
訓
練
の
開
催

・
次
代
の
防
災
を
担
う
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
等
の
活
動
の
推
進

●
資
機
材
の
集
中
保
管
（
総
合
保
管
庫
：
旧
若
宮
作
業
所
）

・
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
の
防
疫
資
材
や
雪
害
も
含
め
た
大
規
模
災
害

発
生
時
の
後
方
支
援
機
材
の
保
管

深
層
崩
壊
や
雪
害
に
よ
る
集
落
の
孤
立
化

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
時
の
被
害

に
し
阿
波
の
防
災
力
強
化
・
後
方
支
援
体
制
の
構
築

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
訓
練

過
疎
・
高
齢
化

孤
立
集
落
へ
の
備
え

後
方
支
援
対
策
の
強
化

孤
立
化
対
策
の
強
化

H
2
6
.1
2
.2
5

西
部
防
災
対
策
連
絡
会
議
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病
床
機

能
分

化
・

連
携

推
進

体
制

整
備

事
業

主
な

施
策

課
題

解
決

に
向

け
て

こ
れ
ま

で
に

構
築

し
た

I
C
T
を

活
用
し

た
医

療
情
報
連

携
体

制
を

さ
ら

に
加

速
！
県

全
域

の
最

適
な

医
療

情
報

連
携

体
制

を
構

築
！

[
保

健
福
祉

部
]

【
平
成

27
年
度
当
初
予
算
額

5
1
,
81
0
千
円
】

地
域

医
療

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

体
制

整
備

事
業

在
宅
医
療
・
介
護
に
関
わ
る
各
団
体
、
多
職
種
の
円
滑
な
連
携
を
支
援
す
る
た
め
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
構
築

○
医
療
機
関
間
で
安
全
に
患
者
情
報
を
共
有
す
る
仕
組
み
（
主
治
医
／
副
主
治
医
の
円
滑
な
連
携
支
援
）

○
医
療
機
関
と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
円
滑
に
情
報
共
有
で
き
る
仕
組
み
（
円
滑
な
入
退
院
の
支
援
）

○
医
療
・
介
護
に
関
わ
る
各
種
団
体
間
の
連
携
を
支
援
す
る
仕
組
み
（
研
修
情
報
の
共
有
支
援
）

○
在
宅
医
療
の
提
供
状
況
等
を
調
査
分
析
す
る
シ
ス
テ
ム

等

(
1
)
I
C
T
地

域
医

療
・

介
護

連
携
推

進
支

援
事

業
7
,
0
0
0千

円

(
2
)
脳
卒
中
急
性
期
遠
隔
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

2,
8
80

千
円

(
3
)
遠

隔
画

像
診

断
シ

ス
テ

ム
整

備
事

業
2
0
,
0
0
0
千

円

同
職

種
間
の
情
報
連
携
か
ら
多
職
種
間
の
情
報
連
携
へ

K
-
s
u
pp
o
r
tシ

ス
テ
ム
の
展
開
！

遠
隔
画
像
診
断
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
！

２
０
２
０
年
に
向
け
た
病
床
機
能
の
連

携
体

制
強

化
が
必

要

課
題

脳
卒
中
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
と
し
て
成

果
を

上
げ

て
い
る

「
K-
s
u
pp
o
r
t」

シ
ス

テ
ム

を
他

の
地
域
へ
も
展
開

○
脳
卒
中
専
門
医
不
在
地
域
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
診
療
支
援
充
実

県
内
の
不
足
し
て
い
る
放
射
線
科
医
を
補
う
た
め
、
遠
隔
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
・
展
開

○
放
射
線
科
医
が
不
足
し
、
読
影
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
医
療
機
関
に
対
し
て
シ
ス
テ
ム
の
展
開
補
助

担
当
：

医
療

政
策

課
、
健

康
増

進
課
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①
在

宅
療

養
を

支
え

る
医

療
・

介
護
の

有
機

的
な

連
携

重
点
課
題

入
院
医
療

機
関
と
在

宅
医
療

・
介
護
機
関

と
の
連

携

②
在

宅
医

療
に

従
事

す
る

専
門

職
の
育

成
・

確
保

重
点
課
題

在
宅
緩
和
ケ

ア
、
在
宅

看
取
り
、

肺
炎
へ
の

対
応

③
質

の
高

い
在

宅
医

療
を

提
供

す
る
た

め
の

体
制

整
備

重
点
課
題

在
宅
で
の
口

腔
ケ
ア
体

制
、
訪
問

看
護
支
援

体
制

課
題

主
な

施
策

(
3
)
在

宅
医

療
提
供

体
制
の

整
備

(
1
)
在

宅
医

療
・
介

護
連
携

体
制
の
構
築

➀
在

宅
医

療
・
介

護
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事

業
8,

50
0千

円
➀

在
宅

医
療

支
援

の
た
め
の
か
か
り
つ
け
医

研
修
事
業

30
,0

00
千
円

（
医
師
を
対
象
に
、
専
門
科
以
外
の
知
識
・
技
術
の
習
得
を

目
的
と
し
た
研
修
を
行
い
、
全
人
的
な
在
宅
医
療
を
提
供
で

き
る
在
宅
医
療
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
養
成
す
る
）

[
保
健

福
祉

部
]

担
当

：
医

療
政

策
課

、
健

康
増

進
課

、
長

寿
保

険
課

課
題
解
決
に
向
け
て

在
宅

医
療

推
進

事
業

➁
訪

問
看

護
提

供
体

制
整

備
事

業
4,

10
8千

円

(
2
)
在
宅
医
療
人
材
の
育
成

23
,8

92
千

円
30

,0
00

千
円

12
3,

34
3千

円

☆
入

院
医

療
機

関
と

在
宅

医
療

・
介

護
提
供
機
関

と
の

連
携

を
さ

ら
に

強
化

☆
在
宅

で
の
緩
和
ケ
ア

、
看
取
り
、
肺

炎
へ
の
対

応
力
の
さ
ら
な

る
強
化
・
連
携

☆
訪

問
歯

科
診

療
、

訪
問

看
護

提
供

体
制

の
強

化

【
平

成
２

７
年

度
当

初
予

算
額

1
7
7
,
2
3
5
千

円
】

➂
難

病
患

者
在

宅
医

療
推

進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
4,

50
0千

円

➃
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
普
及
事
業

1,
40

0千
円

⑤
在

宅
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
体

制
構

築
事

業
2,

10
0千

円
他

①
在

宅
医

療
機

器
等

整
備

事
業

50
,0

00
千

円
➁

在
宅

歯
科

医
療

連
携

室
運

営
事

業
9,

90
0千

円
➂

訪
問

看
護

体
制

支
援

事
業

24
,8

63
千

円
（
訪

問
看

護
に
関

す
る
研

修
、
相

談
等

総
合

的
な
事

業
を
実

施
す
る
）

➃
在

宅
推

進
医

師
確

保
等

支
援

セ
ン
タ
ー

設
置

支
援

事
業

38
,5

80
千

円
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医
療

従
事

者
養

成
確
保

事
業

安
全
で
安
心
な

医
療
提
供
体
制
を
！

①
医
師
の
地
域
偏
在
や
診
療
科
偏
在
に
よ
る

医
師

不
足

②
看
護
職
員
も
含
め
た

医
療

従
事

者
の

確
保

③
医
療
従
事
者
の

勤
務

環
境

改
善

課
題

主
な

施
策

課
題
解
決
に
向

け
て

(
1
)
地

域
医

療
従

事
者

等
養
成
確
保

事
業

2
2
,
5
1
1
千

円
(
4
)
医
療
従
事

者
勤

務
環

境
改

善
事

業
2
7
4
,
4
3
5
千

円

(
5
)
看
護
職
員

養
成

確
保

事
業

1
2
6
,
0
7
1
千

円

[
保
健

福
祉

部
]

担
当
：
医
療
政
策
課
・
健
康
増
進
課

医
療
従
事
者
へ
の
相
談
・
支
援
体
制
の
確

保
や
離
職
防
止
・
定
着
促
進
、
勤
務
環
境

改
善
等
を
推
進
!

特
定

診
療
科

に
お
け

る
キ

ャ
リ

ア
形
成

育
成

シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

1
9
,
8
0
0千

円

(
2
)
若

手
医
師

・
女

性
医

師
等

養
成
確
保
事
業

3
3
,
4
92
千

円

(
3
)
歯

科
医

療
従

事
者

養
成
確
保
事

業
6
,
4
6
5
千

円

ド
ク

タ
ー
バ

ン
ク
強

化
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

1
7,
2
5
0千

円

民
間

医
師
と

医
師
が

不
足
し
て
い
る
医
療
機
関
と
を
つ
な
ぐ

マ
ッ

チ
ン
グ

シ
ス
テ

ム
構
築
に
対
し
て
補
助
。

医
師
事

務
作
業
補
助
者
等
配
置
支
援
事
業

2
00
,
0
0
0千

円

在
宅

医
療
・

介
護
を

充
実
さ
せ
る
た
め
専
門
性
を
持
っ
た

歯
科

衛
生
士

の
養
成

。

在
宅

訪
問
歯

科
診
療

推
進
モ
デ
ル
事
業

4
,3
7
7千

円

特
定
機
能
病
院
や
在
宅
復
帰
や
在
宅
療
養
患
者
の
後
方
支
援
を

担
う
地

域
包

括
ケ
ア
病

棟
の

医
師

の
負

担
を
軽

減
す
る
た
め
、
医

師
事
務
作
業
補
助
者
の
配
置
を
支
援
。

医
師

と
病
院

の
架

橋
に
！

地
域

の
若

手
医

師
支

援
！

医
師

の
負

担
軽
減
！

徳
島
で
ナ
ー
ス
に
！
看
護
の
魅
力
ア
ッ
プ
事
業

2
,0
0
0千

円
新

看
護

職
員

の
養

成
！

い
い
歯
が

き
ら
り
☆

健
口

プ
ロ

養
成

！

【
平
成

27
年
度
当
初
予
算
額

59
1,
13
0千

円
】

医
師

の
不
足

が
深
刻

な
特

定
診
療
科
（
産
科
・
小
児
科
）
に
お
け

る
若

手
医
師

へ
の
キ

ャ
リ

ア
形
成
支
援
策
に
対
し
て
補
助
。

看
護
を
目
指
す
若
者
を
増
や
す
た
め
の
看
護
体
験
セ
ミ
ナ
ー
、

看
護
の
魅
力
や
進
路
の
説
明
会
開
催
。
看
護
学
生
県
内
定
着
促

進
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
実
施
。
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医
療
提
供
体
制
確
保
総
合
対
策
事
業

本
県
に
お
け
る
地
域
医

療
提

供
体

制
を

確
保

す
る

た
め

、
医

師
確

保
や

負
担

軽
減

に
向

け
た

対
策

及
び

医
療

機
関
の
機
能
分
担
に

伴
う

機
能

強
化

と
相

互
連

携
に

向
け

た
対

策
を

総
合

的
に

推
進

。

［
保
健
福
祉
部
］

■
徳

島
大

学
寄
附
講
座
設

置
事

業
（

21
5,

00
0千

円
）

・
「
総
合
診
療
医
学
分
野
」
、
「
地

域
産

婦
人

科
診

療
部

」
、
「

ER
・
災

害
医

療
診

療
部

」
、
「
地

域
外

科
診

療
部

」
、

「
地
域
脳
神
経
外
科
診
療
部

」
の

5つ
の

寄
附

講
座

に
よ
る
医

師
の

確
保

■
医

師
事

務
作
業
補
助
者
導

入
推

進
事

業
（

30
,0

00
千

円
）

・
医
師
の
事
務
作
業
を
軽
減
す
る
職
員
の
医
療
機
関
へ
の
配
置
を
支
援

医
師

確
保

・
負

担
軽

減
対

策
24

5,
00

0千
円

医
療

機
関

機
能

強
化

・
連

携
対

策
1,

57
1,

27
9千

円

■
海

部
病

院
改
築
事
業
（

98
3,

27
9千

円
）

・
県
立
海
部
病
院
の
抜
本
的

な
津

波
対

策
を
行

う
た
め
、
高

台
へ

の
移

転
改

築
費

用
及

び
新

病
院

内
に
設

置
さ
れ

る
「
地

域
医

療
研

究
セ
ン
タ
ー
」
の

整
備

費
用

を
補

助

■
美

波
町

立
病
院
改
築
事

業
（

49
0,

00
0千

円
）

・
美
波
町
の
新
た
な
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
統
合
再
編
に
伴
い
高
台
へ
移
転
改
築
さ
れ
る

新
美
波
町
立
病
院
の
整
備
費
用
を
補
助

■
在

宅
医

療
連
携
拠
点
等
事

業
（
98

,0
00

千
円

）
・
地
域
に
お
け
る
継
続
的
か
つ
包
括
的
な
在
宅
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
「
在
宅
医
療
連
携
拠
点
」
を
整
備

・
医

師
、
歯

科
医

師
、
看

護
師

、
介

護
士

、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
の

多
職

種
協

働
に
よ
る
連

携
の

促
進

や
、
人

材
育

成
を
支

援

ｲ
ﾒｰ

ｼ
ﾞ図

ｲ
ﾒｰ

ｼ
ﾞ図

担
当

：
医

療
政

策
課

【
平
成

27
年
度
当
初
予
算
額

1,
81

6,
27

9千
円
】
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患
者
の
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
を
行
う
と
と
も
に
、

２
次
・
３
次
救

急
医

療
機

関
の

機
能

強
化

や
負

担
軽

減
な
ど
、
本

県
の
救

急
医

療
体

制
の

充
実

強
化

に
向

け
た
対

策
を
実

施
す
る
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

運
航

（
１
１
１

,７
５
７
千
円
）

県
立

中
央

病
院

を
基

地
病

院
と
し
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

円
滑

か
つ
効

果
的

な
運

航
を
行

う
。

ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
搭

載
資

機
材

等
の

整
備

及
び

搭
乗

医
師

等
の

養
成

・
確

保
を
図

る
。

◇
関
西
広
域
連
合
が
行
う
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
業
に
対
す
る
負
担
金

◇
搭
載
医
療
資
機
材
等
の
整
備

◇
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
搭
乗
す
る
医
師
や
看
護
師
の
養
成
・
確
保

◇
新

基
地
病
院
へ
の
フ
ラ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
設
置

そ
の

他
の
救
急

医
療

体
制

確
保

対
策

（
３

,７
９
４
千

円
）

救
急
医

療
体
制
確

保
対
策
事
業

○
救

急
患

者
退
院
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ
ｰ
事
業

○
救

急
法

講
習
会
（
A

E
D
普
及
啓
発
）
開
催
等

○
関

西
広

域
連
合
分
賦
金

［
保
健
福
祉
部
］

担
当
：
医
療
政
策
課

消
防

防
災
ヘ
リ
の

有
機

的
活

用
（
１

,６
４
０
千
円
）

○
医

師
同

乗
救

急
ヘ
リ
運

用
推

進
事

業
消

防
防

災
ヘ
リ
の

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
機

能
の

運
用

に
必

要
な
搭

乗
医

師
の

確
保

等
を
行

う
。

【
平
成

27
年
度
当
初
予
算
額

11
7,

19
1千

円
】

連
携

強
化

○
兵
庫
県
と
の
共
同
運
航
に
よ
る
費
用

負
担

の
縮

減
○

重
複
要
請
時
に
お
け
る
和
歌
山
県

ヘ
リ
と
の

相
互

補
完

体
制

の
構

築
○

連
合
管
内
複
数
機
の
ヘ
リ
に
よ
る
一

体
的

な
運

航
体

制
の

構
築

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
関
西
広
域
連
合
へ

の
事

業
移

管
に
よ
る
効

果

基
地
病
院
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